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運輸部門におけるＣＯ２排出量の多い大型車分野に関し、産学官連携のもと、電動化技術や内燃機関分野
等の開発促進の強化を図り、高効率次世代大型車両の開発・実用化を促進する。

プロジェクトの目的、概要

国土交通省の委託を受け、上記中核的研究機関を交通安全環境研究所が担当

実 施 体 制

（一部）

プロジェクトの成り立ち

本事業の原型は2002年（平成14年）に開始した「次世代低公害車開発促
進事業」
当時大気汚染の問題が深刻であったことから、有害排出成分の飛躍的な低減
を可能とする新技術を対象に、技術開発とそれを搭載する車両の試作および
実証試験などが行われた。その後EVバスやプラグインハイブリッドトラッ
クなど電動化技術にも取り組みを広げている

今期（H31/R1～R5年度）事業の特徴

今期（第5期）は、大学等の力を加えた産学官連携により、車両技術、（
排気）後処理、内燃機関分野の以下1２テーマを実施（括弧内は令和2年
度実施者）

〇車両技術ワーキンググループ（WG）関連テーマ

(1) 大型車に適用するための高効率化技術開発及び性能評価（日野
自動車）

(2) 道路データを活用した新たな重量車評価手法（Model Based 
Testing：MBT）の検討（交通研）

(3) 重量車の空力性能改善に関する調査（大阪産業大学）

(4)「重量車のパワートレイン改良による電費向上効果の検討」
（横浜国立大学）・・・今年度新規

〇後処理WG関連テーマ

(5) 過渡反応・吸着・拡散・固体尿素の挙動解析に基づくSCR 触媒
システムの高機能化（北海道大学）

(6) 還元剤濃度の能動的制御による尿素SCR触媒システムの浄化性
能向上の調査（早稲田大学）

(7) 重量車の排出ガス後処理装置に関する耐久性評価法の検討（交
通研）

〇内燃機関WG関連テーマ

(8) 次世代燃料使用時の硬質デポジット生成に寄与する含酸素・含
窒素多環芳香族の生成過程に関する研究（茨城大学）

(9) 理論化学・物理に基づくすす生成機構の解明及びモデル化（福
井大学）

(10) ガスエンジンにおけるノッキング発生メカニズムの解明とそ
の知見に基づく高熱効率燃焼法に関する調査（岡山大学）

(11) ディーゼルエンジンの壁面熱伝達に及ぼす燃焼スケールの影
響解明とその知見に基づく高熱効率燃焼法に関する調査（北海道大
学）

(12) 大型ディーゼル機関において画期的熱効率向上を実現するた
めの冷却損失低減技術に関する調査（新エィシーイー）


